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5年生第1セッション

ちょっと待って。その先を考えよう。

所要時間

45分
目的

１．ピア･サポートの意味、５年生の授業で学習することを確認させる。　
２．行動の結果を予想するコツを教え、練習させる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「解決すべき問題：２人が教室に戻れるようにするには、どうしたらよいだろうか？」「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」「すぐに起こる結果と、あとになって起こる結果を予想する」) 

□ポスター「5年生ピアの目標」

□掲示用プリント①‐④
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

□お助けカード
□回答例
□プリントＡ「それをしたら、どうなる？」（A4：児童数）

□第1回確にんプリント（第1回振り返り用紙と両面印刷：児童数）
□第1回振り返り用紙（第1回確にんプリントと両面印刷：児童数）　

　

般化維持プログラム

□チャレンジ・プリント1，2，3（児童数）

□5年生ぴあぴあ新聞第1号（児童数）

児童の持ち物

□予告プリント

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

□筆記用具
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	活動項目

(所要時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動
●準備物


	1．はじめに(9分)

	ピア･サポートの説明(3/3)

5年生の授業目標の説明(2/5)

問題場面の提示(4/9)
	· 今日から「ピア・サポート」の授業を始めます。

· この前、「ピア・サポートの授業が始まるよ！」というプリントで、ピア･サポートの意味と、5年生で何を学習するかを説明しました。その2つのことを、最初に確認します。

1．ピア・サポートの意味

・まずは言葉の確認からです。「ピア・サポート」のピアはどんな意味でしたか？

· そうですね。「仲間・友だち」という意味です。

・では、サポートはどんな意味でしたか？

· 「支える・助ける」という意味でした。

・では2つをつなげたピア･サポートとは、どんな意味になりましたか？

・「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」という意味でした。

2．支え合い・助け合う関係をつくるために大切な2つのポイント

· では、次の質問です。

・このようにみんなが支え合ったり、助け合ったりするために、大事なことが２つありましたね。何だったでしょうか？
· はい。1つは、「周りの人を大切にする」ことでした。
· もう1つは「自分を大切にする」ことでした。
· 周りの人を大切にしようとする人は、それと同じくらい自分のことも大切にできるようにならなければいけません。反対に、自分を大切にする人は、周りの人も大切にしなければなりません。

· この両方ができて初めて、ピア・サポートの関係が成り立ちます。ピア･サポートの時間には、いつもこの2つのことを意識して、授業を進めていきます。
3．5年生としての授業の目標

・次に、5年生のみなさんが学習するピア・サポートの目標についても確認をします。

· 5年生のピア・サポートではどんなことを学習することになっていましたか？

· そうです。「問題解決」でした。みなさんの目標はこれでしたね。大きな声で読んでみましょう。
→（一斉に音読させる）「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」

・この「みんなで」と「じっくり」の部分が大切です。

・5年生のピア・サポーでは、いろいろな人の感情や　立場を考えながら、自分たちの身の回りにある問題をじっくり解決する方法を学習していきます。
4．問題場面の提示
・では、早速ですがこんな問題が起きたとします、というお話を見てみましょう。

→掲示用プリントを紙芝居のようにして示しながら、問題場面を説明。一読後、掲示しながら簡単に内容を振り返りながら黒板に掲示。
１．僕たちが通う学校の校庭の隅には、勉強で育てている植物が置いてある。そこは他の教室からは見えにくい場所なのです（→のところ、体育館の横当たり）。
２．ある日、休み時間が終わって教室に戻って行く途中、その校庭の隅でウロウロしている1年生を見かけた。気になって近づいてみると…、なんだか泣きそうな顔だ。
３．「どうしたの？」と、話しかけてみると「ない…」と小さな声。どうやら朝顔の鉢がないらしい。僕は一緒に探し始めた。だけど見つからない。時間はどんどん過ぎていく…。1年生の子は段々にイライラし始めたのか地面を蹴って「あ～！もう!!教室に帰れない！」と言う。「教室にあるかもしれないよ？」と言っても落ち着く様子はない。

４．それどころか「もうっ！みんなキライ！」とか言って、木の陰に入って行こうとする。そんなところに入ったら怪我をするかもしれないし、誰にも見つけてもらえないかもれない。「あっち行って」と言われても、本当に放っておくわけにもいかないし…。そういえば、自分のクラスの授業は社会でグループ新聞を作っているはずだ。みんな僕が調べてきたことを待っているんじゃないだろうか。僕がいなかったら、先生も心配しているんじゃないかな。それとも遊んでいると思われて怒られるかも。どうしよう…？
・という場面です。わかりましたか？

・こんなとき、自分だったらどうするでしょうか？
・いろんな意見がありますね。
・でも、「…そうだ！自分ならこうする!!」と、すぐに動き出す前に、してほしいことがあります。
・それが今日の学習です。


	｢仲間、友だち｣

｢支える、助ける｣

｢仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合うこと」

｢周りの人を大切にする」｢自分を大切にする｣

「問題解決」
「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」

意見を言う


	●フラッシュカード「ピア･サポート」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「仲間・友だち」
｢支える・助ける｣
「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「自分を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●ポスター「5年生ピアの目標」

◇ポスター提示

●掲示用プリント①-④



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/10)
	1．今日のテーマと目標の説明

· では、今日のテーマと目標を説明します。こちらを見ましょう。（ピア･サポートの授業では、毎回、授業の初めに、その日のテーマと目標を伝えます。児童に、きちんとした学習の目的を持って授業を受けてもらうためです。）
テーマ：「ちょっと待って。その先を考えよう。」

目　標：行動する前に、それをしたらどうなるか予想しよう！
・もし、授業の途中で何をしているのかわからなくなったら、このテーマや目標を思い出しましょう。

2．今日の学習の流れの説明

· 今日の学習の流れを説明します。

· ①「はじめに」で、「ピア・サポートの意味」と「5年生のピア・サポートの目標」、そして今日の問題場面をみました。今は、②「今日の学習の説明」をしています。

· これから、③活動「それをしたら、どうなる？」に入ります。題名の通り、あることをしたら、そのあとでどんなことが怒るだろう？と予想する練習です。
· それが終わったら、④授業の「確認」をして⑤「振り返り用紙」を書いて終わりです。


	
	●（あらかじめ黒板外に掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」



	3. 活動「それをしたら、どうなる？」(29分)

	ある解決方法の提示（2/12）

予想のコツ3つ（3/15）

全体練習（6/21）
プリントの記入（8  

/29）

全体シェアリング（9/38）

活動のまとめ

(1/39)


	· では、この問題に戻りましょう。
1．解決すべき問題の提示
・みなさんの中には、もうこの場面での解決方法を思いついている人がいるでしょう。

・でもね、ちょっと思い出してみましょう。普段の生活の中で、あまり考えずに思いつくままに行動して、“失敗した！”とか“やらなきゃよかった”となってしまったことはないですか？
・今日は、思いついたままに行動する前に「これをしたらどうなる？」と先のことを予想することを練習するのでした。というわけで、プリントを1枚配ります。配られたら名前を書きます。

→プリントＡの配付

· では、プリントを見ましょう。始めに今日、これから解決しなければならない問題が書いてあります。「２人とも教室に戻れるようにするには、どうしたらよいだろうか？」です。みなさんで読んでみましょう
→大きな声で読ませる。
· そして、今日その問題を解決するための方法を1つ、先生が考えました。「1年生の子をおいて、だれかを呼びに行く。」です。
· よくありそうな方法ですよね。でも、ちょっと考えてみると、いろいろ出てくるかもしれないのです。
2．先のことを考えるときのコツ3つ
・先のことを予想するためには、いくつかのコツがあります。今日はそのうちの3つを教えます。黒板を見ましょう。
・1つ目のコツは、「それぞれの立場に立って予想する」です。
・それぞれって、この場面では誰ですか？

・はい。自分と友だちですね。
・それから、プリントにあるようにそれぞれのクラスの先生や友達もいるでしょう。

・物事には、自分はよいけど、他の人は困るとか、反対に他の人はよいけど自分が困る、というようなことがあります。

· ピア・サポートでは、自分と周りの人の両方が大切でしたね。ですから、問題に関わるそれぞれの立場の人のことを考えます。

・2つ目のコツは、「よい結果だけでなく、よくない結果も予想する」です。

· どんな方法にも、よいこととよくないことの両方が起こります。どちらかだけを考えるのではなく、両方考えるようにします。

・3つ目のコツは、「すぐに起こる結果と、あとになってから起こる結果を予想する」です。
· ある解決方法を選ぶと、そのすぐ後にはよいことが起こるけれども、ずっと後になるととんでもないことが起こる、という可能性があります。今だけのことではなく、少し時間がたってからのこと、先のことも考えます。

· （必要に応じて例を入れて説明する。例えば①今日はゲームをしたいなと思っても、毎日毎日ゲームだけをしていると、将来目が悪くなったり、学習する時間がなくなったりして困ることがある、②毎日ピアノの練習をするのはいやだけど、ぐっと我慢して続けたら将来とても上手になれるだろう、など）

· その「先」というのが1日か、数日か、5年か10年かはわかりません。けれど、考えられる範囲で、先のことを考えておくことは大切です。

· 3つのコツの説明はこれで終わりです。わかりました？

· では、少しだけみんなで練習してみましょう。
3．全体練習
・「1年生の子をおいて、だれかを呼びに行く。」という方法をした場合、あなたにとって、どんなよい結果が起こるでしょうか。

→少し考える時間を取る。よい結果は赤、よくない結果を色チョークで書く。児童の意見をそのまま板書するのではなく、適度に要約すること。全体的に児童の反応を見て、必要なところまで練習を進める。
· やり方はわかりましたか？

4．グループ練習

· では、これから3人グループに分かれて、この続きをすることにします。プリントを配ります。配られたらすぐに3人になって、話し合いを始めましょう。時間は10 分間です。
→グループ人数は3～4名がちょうどよい。授業の始めからグループの形にして授業を受けさせておくと、スムーズ。
5．全体シェアリング
· （10分後）時間になりました。これからみなさんが予想した結果について、意見を聞いてみることにします。前を向きましょう。

→1箇所ごとに、子どもたちの意見を聞いていき、表を埋める。

・こうしてみてみると、良いと思った方法にも良くないところと言うか、ちょっと気になるところ、考えてみた方がよいところが出てくるのがわかりますね。
・例えば、1年生を置いていって、その子がどこかへ行ってしまうかもしれないとか、ケガをしてしまうかもしれないというようなことはやはり少し考えなくてはいけません。

6．活動のまとめ

· こんなふうに、私たちは、行動する前にまず、先のことを予想してみる、ということが必要になる場合があります。
・してしまってから「わからなかった」「考えなかった」では、すまないことがたくさんあるからです。
・では、どんな解決方法ならよいのでしょうか？それは次の授業で考えていきましょう。

・まずは、「何か行動する前には少し先のことを予想してみること」を毎日の生活の中で、意識するようにしましょう。


	「２人とも教室に戻れるようにするには、どうしたらよいだろうか？」
「自分と1年生」
回答する

机の移動

プリントに記入する
意見を発表する


	●プリントA「それをしたらどうなる？」
◇プリントA配付
●フラッシュカード「２人とも教室に戻れるようにするには、どうしたらよいだろうか？」
◇フラッシュカード提示

◇板書「1年生の子をおいて、だれかを呼びに行く。」
●フラッシュカード「関係するそれぞれの人の立場にたって予想する」
◇フラッシュカードの提示

●「よい結果だけでなく、よくない結果も予想する」

◇フラッシュカードの提示

●「すぐに起こる結果と、あとになって起こる結果を予想する」

◇フラッシュカードの提示

●回答例参照

◇板書

●お助けカード

◇活動の補助
◇板書


	4.確認(2分)

	確認(2/41)


	· それでは今日、学習したことの確認をします。「第1回確にんプリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて書きこんでみましょう。

→（少し時間をおいてから）空欄にキーワード「それぞれ」「よい」「よくない」「すぐに」「あとになって」を確認。

	プリント記入
	●第1回確にんプリント
◇第1回確にんプリント配付

	5.振り返り用紙の記入(4分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(4/45)
	· 最後に振り返り用紙を書きます。プリントを裏返しましょう。今日の授業を振り返って、感じたことを書きます。

· 次回は、　月　日です。次回は、先ほども言ったように「他の解決方法を思いつく方法」について、詳しく学習をします。


	振り返り用紙記入、提出
	●第1回振り返り用紙 

◇第1回振り返り用紙回収
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板書計画（案）
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模造紙①


目標


テーマ


＊あらかじめ黒板外に掲示








コツ1








問題にみんなでじっくり


取り組めるようになろう！








自分


1年生


自分のクラス


1年生の先生





解決方法　1年生の子をおいて、だれかを呼びに行く。





コツ3








コツ2
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